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教会数　　98 ヶ所

布教所数　87 ヶ所

よふぼく数 3,132 人
       （R185.9 月現在）

「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
各
支
部
で
開
催

 謹 賀 新 年
　謹んで立教１８７年の新春のご祝辞を申し上げます。

　昨年は、福島教区に繋がる皆様方には、『諭達第 4 号』の思いに沿って、今、

出来る信仰活動の上に前向きにお励み下さいまして誠に有難うございました。

　本年は教祖１４０年祭に向かっての三年千日活動第２年目、神一条、よろこ

び一条、たすけ一条で信仰活動を進め、ご存命の教祖にお喜びいただきたいと

切に願います。本年一年も、なお一層、教区、各支部、各部各会の活動の上に、

ご尽力ご丹精を賜りますようお願い申し上げ、新年の挨拶といたします。

教区長　平澤勇一　　

　

10
月
29
日
（
日
）
、
教
祖
140
年
祭

に
向
け
た
『
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
』

の
第
1
回
目
が
福
島
教
区
管
内
８
支

部
９
会
場
で
開
催
さ
れ
、
合
わ
せ
て

308
名
が
参
加
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
集
ま
っ
た
参

加
者
は
、
お
つ
と
め
を
つ
と
め
た
後
、

『
諭
達
第
4
号
』
を
共
に
拝
読
し
た
。

そ
の
後
、
教
会
本
部
か
ら
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
視
聴
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
松
村
義
司
た
す
け
委

員
長
は
、
こ
の
三
年
千
日
の
期
間
に

は
教
祖
に
お
喜
び
、
ご
安
心
い
た
だ

こ
う
と
の
気
持
ち
で
年
祭
活
動
に
励

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
し
た
。
そ
し

て
、
教
祖
の
教
え
は
自
分
で
や
っ
て

み
て
初
め
て
間
違
い
な
い
と
分
か
っ

て
く
る
こ
と
が
多
い
と
、
具
体
的
な

行
動
や
目
標
を
定
め
て
実
践
す
る
こ

と
を
促
し
た
。
最
後
に
、
今
日
は
お

互
い
に
励
ま
し
合
っ
て
教
え
を
実
践

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
祭
活
動
へ
繋
げ

 【参加対象】　ようぼく

 【開催日時】

 第２回　立教 187 年 6 月 1 日（土）、2日（日）

 第３回　立教 187 年 11 月 3 日（日）、4日（祝）

 第４回　立教 188 年 5 月 31 日（土）、6月 1日（日）

 第５回　立教 188 年 11 月 1 日（土）、2日（日）

 ※第２回以降はどちらかの日を選んで開催

 【参加御供】　300 円

 【会　　場】　全支部で会場を設定する

て
い
こ
う
と
結
ば
れ
た
。

　

こ
の
後
、
会
場
別
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
に
行
わ
れ
、

参
加
者
は
年
祭
活
動
に
対
す
る

決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

な
お
、
今
年
は
6
月
と
11
月

の
2
回
、
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
詳
し
く
は
各
支
部
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。
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●
福
島
支
部
（
椿
秀
教
支
部
長
）

　

【
会　

場
】
福
島
分
教
会

　

【
参
加
者
】
61
名

　

会
場
ご
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
「
お
さ
づ
け
の
取
次
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
次
ぎ
方

を
な
ど
を
確
認
し
た
後
、
参
加

者
お
互
い
に
お
さ
づ
け
を
取
り

次
い
で
い
た
だ
い
た
。
閉
会
後

に
は
茶
話
会
が
開
か
れ
た
。

●
安
達
支
部
（
本
田
道
弥
支
部
長
）

　

【
会　

場
】
安
達
分
教
会

　

【
参
加
者
】
35
名

　

会
場
ご
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

「
ひ
の
き
し
ん
」
で
、
近
く
の

霞
ケ
城
公
園
へ
移
動
し
、
ゴ
ミ

拾
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
楽
し
み
な
が

ら
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

未
信
仰
の
方
を
誘
っ
て
参
加
し

て
く
だ
さ
っ
た
人
も
い
た
。

●
郡
山
支
部
（
橋
本
義
弘
支
部
長
）

　

【
会　

場
】
行
理
山
分
教
会

　

【
参
加
者
】
57
名

　

会
場
ご
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
4
月
の
教
区
祭
で
の
内
統

領
・
宮
森
与
一
郎
先
生
の
講
話

を
視
聴
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
分
か
り
や

す
く
、「
無
理
を
せ
ず
、
ち
ょ
っ

と
苦
労
し
て
み
る
の
が
大
事
に

つ
な
が
る
」
と
の
お
話
に
、
参

加
者
は
頷
き
な
が
ら
聞
き
入
っ

て
い
た
。

●
田
村
支
部
（
矢
部
秀
樹
支
部
長
）

　

【
会　

場
】
三
春
分
教
会

　

【
参
加
者
】
13
名

　

会
場
ご
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

「
講
話
」
で
、
荒
井
忠
弘
先
生
（
三

春
分
教
会
長
）
が
「
お
つ
と
め
」

に
つ
い
て
、
体
験
を
交
え
な
が

ら
お
話
し
さ
れ
た
。
教
祖
の
ひ

な
が
た
の
後
半
部
分
で
教
え
ら

れ
た
お
つ
と
め
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
お
話
を
い
た
だ
き
、

お
つ
と
め
を
急
き
込
ま
れ
た
教

祖
の
思
い
が
感
じ
ら
れ
た
。
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●
耶
麻
支
部
（
近
藤
直
光
支
部
長
）

　

【
会　

場
】
猪
苗
代
分
教
会

　

【
参
加
者
】
39
名

　

会
場
ご
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

誰
で
も
参
加
し
や
す
い
「
ひ
の

き
し
ん
・
茶
話
会
」
で
、
Ｊ
Ｒ

猪
苗
代
駅
に
移
動
し
、
勇
ん
で

駅
舎
内
外
の
清
掃
ひ
の
き
し
ん

に
励
ん
だ
。
そ
の
後
会
場
に
戻

り
、
茶
話
会
と
な
っ
た
。
い
ろ

い
ろ
な
意
見
交
換
も
で
き
、
よ

い
内
容
だ
っ
た
と
思
う
。

　

●
会
津
支
部
（
杉
澤
元
和
支
部
長
）

　

【
会　

場
】
若
會
分
教
会

　

【
参
加
者
】
64
名

　

会
場
ご
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

「
お
つ
と
め
ま
な
び
」
で
、
座

り
づ
と
め
と
よ
ろ
づ
よ
八
首
を

事
前
に
役
割
を
振
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
練
習
し
て
臨
ん
だ
。

　

閉
会
後
に
は
芋
煮
会
を
開
き

歓
談
す
る
と
共
に
、
時
報
手
配

り
者
に
感
謝
状
を
贈
っ
た
り
、

ビ
ン
ゴ
を
行
う
な
ど
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

●
い
わ
き
支
部

　
　
　

（
梅
井
真
治
支
部
長
）

　

【
会　

場
】
菊
多
分
教
会

　

【
参
加
者
】
22
名

　

会
場
ご
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

「
ひ
の
き
し
ん
・
茶
話
会
」
で
、

ま
ず
、
近
く
の
河
川
敷
へ
移
動

し
、
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
た
。
そ

の
後
会
場
に
戻
り
、
茶
話
会
と

な
っ
た
。
所
属
教
会
が
支
部
外

の
方
も
数
名
来
て
下
さ
り
、
自

己
紹
介
を
交
え
な
が
ら
和
や
か

な
雰
囲
気
で
い
ろ
い
ろ
と
話
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
相
双
支
部
（
目
黒
淳
支
部
長
）

　

【
会　

場
】
福
相
分
教
会

　

【
参
加
者
】
5
名

　

会
場
ご
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

「
茶
話
会
」
で
、
気
楽
に
い
ろ

い
ろ
と
話
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
を
通
し

て
、
参
加
者
は
ま
じ
め
に
受
講

し
、
こ
の
旬
の
つ
と
め
を
し
っ

か
り
と
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
自
覚
を
持
っ
た
よ
う
に

感
じ
る
。

　

【
会　

場
】
原
町
分
教
会

　

【
参
加
者
】
12
名

　

会
場
ご
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

「
茶
話
会
」
。
東
日
本
大
震
災
、

そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
と
、
長
い
間

支
部
活
動
が
思
う
よ
う
に
で
き

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
久
し
ぶ

り
に
会
う
教
友
と
い
ろ
い
ろ
と

話
が
で
き
て
、
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
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厚生部

「
ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催

島
教
務
支
庁
で
「
ひ
の
き
し
ん

ス
ク
ー
ル
」
を
「
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
～
聴
く
こ
と
の
大
切
さ

～
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
15

名
が
参
加
し
た
。

　

杉
澤
部
長
が
開
講
の
あ
い
さ

つ
し
た
後
、
宇
田
ま
ゆ
み
氏

（
ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル
運
営

　

福
島
教
区
厚
生

部
（
杉
澤
元
和
部

長
）
で
は
、
10
月

1
日(

日)

、
福

委
員
）
が
「
ひ
の
き
し
ん
と
は
」

と
の
タ
イ
ト
ル
で
「
ひ
の
き
し

ん
」
に
つ
い
て
基
本
的
な
事
柄

を
話
し
た
。

　

続
い
て
、
三
浦
光
子
氏
（
岩

手
医
科
大
学
い
わ
て
こ
ど
も
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
公
認
心
理
師
・
臨

床
心
理
士
）
が
「
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
に
学
ぶ　

聴
く
こ
と
の
大

切
さ
」
と
題
し
て
、
現
場
で
の

体
験
等
を
通
し
て
学
ん
だ
聴
く

こ
と
の
大
切
さ
、
効
果
的
な
話

の
聴
き
方
、
日
常
生
活
で
の
応

用
な
ど
に
つ
い
て
話
し
た
。

　

昼
食
後
、
宇
田
氏
が
、
「
憩

い
の
家
」
で
公
認
心
理
師
・
臨

床
心
理
士
と
し
て
勤
め
る
中
で

得
た
体
験
な
ど
を
時
折
は
さ
み

な
が
ら
、
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
基
本
」
と
し
て
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
関
係

性
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
三
原
則

な
ど
を
話
し
た
。

　

続
い
て
、
梅
井
真
治
氏
（
大

名
港
分
教
会
長
／
い
わ
き
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
み
み
』
代
表
）

が
、
「
お
た
す
け
に
活
か
す
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
と
題
し
て
、

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

紹
介
し
た
後
、
実
際
に
参
加
者

が
３
人
1
組
に
分
か
れ
て
、『
聴

く
』
こ
と
を
体
験
し
た
。

　

最
後
に
、
質
疑
応
答
の
時
間

が
設
け
ら
れ
、
参
加
者
か
ら
の

質
問
に
、
宇
田
氏
、
梅
井
氏
の

両
氏
が
具
体
例
を
交
え
な
が
ら

答
え
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
傾

聴
の
理
解
を
深
め
た
。（
Ｍ
・
Ｓ
）
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雅　楽

災救隊

「
津
雅
龍
会
（
津
大
教
会
）

　

福
島
復
興
支
援
雅
楽
演
奏
会
」
開
催

会
（
津
大
教
会
）
福
島
復
興
支

援
雅
楽
演
奏
会
」
が
開
催
さ
れ
、

津
大
教
会
か
ら
津
大
教
会
長
様

は
じ
め
雅
楽
関
係
ス
タ
ッ
フ
26

名
の
方
々
が
出
向
い
て
福
島
支

援
の
演
奏
会
を
し
て
下
さ
っ

　

10
月
1
日
（
日
）

新
地
町
交
流
セ
ン

タ
ー
で
「
津
雅
龍

い
わ
き
水
害
に
10
月
も
出
動

で
は
、
9
月
に
引
き
続
き
、

磐
城
平
大
教
会
を
拠
点
に
、

10
月
11
～
13
日
、
17
～
19
日
、

30
～
31
日
と
3
次
に
わ
た
っ

て
「
い
わ
き
市
水
害
」
に
出

動
し
た
。

　

被
災
地
近
く
ま
で
車
が
入

れ
な
い
た
め
一
般
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
断
念
し
た
現
場
で

　

災
害
救
援
ひ

の
き
し
ん
隊
福

島
教
区
隊
（
荒

井
弘
徳
隊
長
）

た
。
津
大
教
会
で
は
東
日
本
大

震
災
直
後
か
ら
被
災
地
支
援
を

続
け
、
10
年
の
節
目
で
計
画
さ

れ
た
演
奏
会
だ
っ
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
延
期
が
続
き
、

こ
の
度
よ
う
や
く
開
催
の
運
び

と
な
っ
た
。
ま
た
福
島
教
区
雅

楽
会
か
ら
も
9
名
が
参
加
し
、

共
に
曲
を
演
ず
る
な
ど
し
た
。

　

津
雅
龍
会
の
管
弦
「
越
天
楽
」

で
幕
を
開
け
、
謡
物
「
越
天
楽

今
様
」
「
黒
田
節
」
も
披
露
さ

れ
た
。
続
い
て
福
島
教
区
雅
楽

会
が
中
心
と
な
っ
て
「
五
常
楽

急
」
を
奏
で
た
。
休
憩
の
後
、

津
雅
龍
会
の
舞
楽
「
蘭
陵
王
」

が
演
じ
ら
れ
、
楽
器
紹
介
を
は

さ
ん
で
、
篳
篥
に
合
わ
せ
て
「
ふ

る
さ
と
」
を
観
客
と
共
に
歌
っ

た
。
最
後
は
津
雅
龍
会
と
福
島

教
区
雅
楽
会
が
合
同
で
『
長
慶

子
』
を
演
奏
し
た
。
（
Ｚ
・
Ｎ
）

◎福島教区隊出動人数◎
出動隊員 出動件数 受入れひのきしん者

10 月 11 日 13 名

14 件

5 名
12 日 9 名 8 名

13 日 10 名 5 名

17 日 11 名 5 名

18 日 16 名 6 名
19 日 19 名 5 名
30 日 16 名 5 名
31 日 18 名 9 名

は
、
人
力
で
回
収
地
点
ま
で
土
砂

や
被
災
ゴ
ミ
を
運
び
出
す
な
ど
、

「
困
っ
た
と
き
の
災
救
隊
」
と
し

て
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
か
ら

も
感
謝
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
大
教
会
や
い
わ
き
支
部

の
婦
人
会
を
中
心
に
受
入
れ
の

ひ
の
き
し
ん
に
あ
た
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｈ
・
Ａ
）
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基礎講座

　

11

月

5

日

(

日)

、
「
天
理
教

基
礎
講
座
」
（
耶

麻
支
部
会
場
）
が

喜
多
方
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、

初
め
て
の
方
４
名
（
内
未
信
仰

の
方
１
名
）
を
含
む
18
名
が
受

講
し
ま
し
た
。

　

ビ
デ
オ
や
杉
澤
元
和
講
師
の

講
話
を
通
し
て
、
天
理
教
の
教

え
が
初
め
て
の
方
に
も
分
か
り

や
す
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

耶
麻
支
部
会
場
に
18
名
参
加

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
八
つ
の

ほ
こ
り
、
心
の
遣
い
方
が
と
て

も
理
解
で
き
ま
し
た
。
」
「
分
か

り
や
す
い
話
で
し
た
。
今
後
ど

ん
な
時
も
喜
べ
る
よ
う
な
心
遣

い
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
」

「
こ
の
よ
う
な
機
会
は
初
め
て

で
、
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
」

「
改
め
て
気
付
き
を
与
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
」
と
の
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

次
年
度
は
教
祖
140
年
祭
の
年

祭
活
動
2
年
目
と
な
り
、
教
区

の
行
事
も
一
段
と
喜
び
勇
ん
だ

活
動
が
目
白
押
し
と
な
り
ま

す
。
よ
っ
て
天
理
教
基
礎
講
座
・

福
島
会
場
の
開
催
は
1
回
と
な

り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
基
礎
講
座
と
な
る
よ
う

引
き
続
き
努
力
す
る
と
共
に
、

年
祭
活
動
の
上
に
も
尽
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
・
Ｋ
）

婦人会

「
婦
人
の
集
い
」
を
開
催

福
島
教
務
支
庁
で
「
婦
人
の
集

い
」
を
開
催
し
、
50
名
の
婦
人

会
員
が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
、
佐
久
間
雄
大
先
生
（
東

越
分
教
会
長
）
が
『
ひ
き
こ
も

り
の
現
状
と
関
わ
り
方
を
考
え

る
』
と
題
し
て
講
演
し
た
。
現

在
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

　

福
島
教
区
婦
人

会
（
平
澤
栄
美
主

任
）
で
は
、
11
月

3
日(

金
・
祝)

、

プ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｉ
」
の
代
表
を

務
め
る
佐
久
間
氏
は
、
福
島
市

で
不
登
校
・
引
き
こ
も
り
の
方

の
支
援
・
居
場
所
づ
く
り
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
経
験
を
踏

ま
え
て
お
話
し
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
５
～
６
名
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
ね
り
あ

い
」
が
行
わ
れ
、
生
き
づ
ら
さ

を
抱
え
る
人
々
に
対
し
何
が
で

き
る
か
な
ど
、
感
じ
た
こ
と
を

話
し
合
っ
た
。　

（
Ｅ
・
Ｈ
）
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 祭事部

　

12
月
1
日
、
祭

事
部
（
小
野
修
部

長
）
で
は
「
年
末

大
掃
除
ひ
の
き
し

ん
」
を
実
施
し
、
教
区
役
職
者

を
は
じ
め
、
災
救
隊
員
や
青
年

会
員
な
ど
16
名
が
参
加
し
た
。

　

午
後
１
時
、
教
務
支
庁
神
殿

に
集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
小
野

部
長
の
手
に
合
わ
せ
て
参
拝
を

し
た
後
、
神
殿
を
中
心
に
、
教

務
支
庁
内
を
上
か
ら
下
へ
、
天

「
年
末
大
掃
除
ひ
の
き
し
ん
」
を
実
施

　

「
き
ょ
う
い
く
講
演
会
」
開
催

　

12
月
2
日
、
道

の

教

職

員

の

集

い(

齊
藤
元
康
代

表
世
話
人
）
で
は

「
き
ょ
う
い
く
講
演
会
」
を
福

島
テ
ル
サ
で
開
催
、
41
名
が
受

講
し
た
。

　

天
理
高
校
野
球
部
監
督
の
中

村
良
二
先
生
が
「
３
つ
の
き
ょ

う
い
く
」
と
の
テ
ー
マ
で
お
話

を
し
た
。

　

中
村
先
生
は
ま
ず
、
「
き
ょ

う
い
く
」
に
は
「
教
育
・
協
育
・

共
育
」
の
３
つ
あ
る
と
し
た
上

で
、
自
ら
の
体
験
を
も
と
に
話

を
進
め
た
。

　

ま
ず
、
小
学
生
の
頃
か
ら
プ

ロ
野
球
の
選
手
と
し
て
活
躍
す

る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
者

に
自
ら
が
「
教
え
育
て
ら
れ
た
」

こ
と
に
つ
い
て
話
し
た
。

　

プ
ロ
を
引
退
後
は
、
地
域
の

小
中
学
生
を
指
導
す
る
中
で
、

子
供
た
ち
を
育
て
る
と
共
に
自

ら
も
指
導
者
と
し
て
育
て
て
も

ら
っ
た
（
共
育
）
と
、
具
体
例

を
挙
げ
な
が
ら
話
し
た
。

　

最
後
に
、
天
理
大
学
、
そ
し

て
天
理
高
校
の
監
督
と
し
て
務

め
る
中
に
、
保
護
者
を
は
じ
め

関
係
す
る
方
々
と
協
力
し
て
学

生
生
徒
を
育
て
る
こ
と
が
で
き

た
（
協
育
）
と
、
感
謝
の
思
い

を
込
め
て
述
べ
ら
れ
た
。　

　
　
　
　
　
　
　

（
Ｍ
・
Ｓ
）

井
払
い
、
は
た
き
掛
け
、
掃
き

掃
除
、
拭
き
掃
除
と
順
次
作
業

を
進
め
、
午
後
３
時
過
ぎ
の
終

了
時
に
は
、
建
物
内
部
は
き
れ

い
に
払
い
清
め
ら
れ
た
。

　

夕
づ
と
め
後
に
は
、
「
災
救

隊
年
末
連
絡
会
」
も
行
わ
れ
、

今
年
１
年
の
活
動
が
報
告
さ

れ
、
次
年
も
引
き
続
き
、
活
動

の
上
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
け

る
よ
う
お
願
い
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｏ
・
Ｏ
）

　　道の

教職員の集い
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福島教区ホームページ　　「天理教福島教区」で検索！
Http://tenri-fukushima.sakura.ne.jp

　春の学生おぢばがえり

　　3月 26 日（火）～ 29 日（金）

　26 日　７時 教務支庁発―おぢば着

　27 日　お楽しみ行事（ＵＳＪ）

 　春Ｆｅｓ

　28 日　別席、式典、直属アワー

　29 日　６時半 天理発―教務支庁着

　参加費　22,000 円

　　　　　　（現地参加は 16,000 円）

　宿　泊　津詰所

　立教 187 年　教区祭
　　4月 2日（火）10 時執行
 座りづとめ  主事・各支部長・教区婦人会

 よろづよ八首　少年会

 一、二下り目　学生会・青年会・女子青年

 三、四下り目　郡山支部・田村支部

 五、六下り目　会津支部

 七、八下り目　耶麻支部

 九、十下り目　いわき支部・相双支部

 十一、十二下り目　福島支部・安達支部

 記念講演　諸井道隆先生
　　　（たすけ委員会委員）
　　　（山名大教会長）
 御礼参拝・教区長あいさつ

 歌「親神様の守護」

 少年会、教祖へご誕生お祝い

 着替え・昼食（弁当）

 参加御供　500 円

　

「
み
お
し
え
学
習
会
」
開
催

　

田
村
支
部
（
矢

部
秀
樹
支
部
長
）

で
は
、
11
月
19
日

（
日
）
、
三
春
分
教

会
に
お
い
て
、
「
み
お
し
え
学

習
会
」
を
開
催
し
、
17
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

佐
久
間
雄
大
先
生
（
東
越
分

教
会
長
）
、
齊
藤
峻
徳
先
生
（
安

達
分
教
会
教
人
）
が
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
を
つ
と
め
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
十
全
の
守
護
」

で
、
参
加
者
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
の
進
行
に
沿
っ
て
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
の
質
問
に
答
え
た

り
、
そ
れ
を
基
に
隣
と
人
と
話

し
た
り
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
水
の
イ

メ
ー
ジ
、
一
つ
と
っ
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
に
思
い
描
く
イ
メ
ー
ジ

は
そ
れ
ぞ
れ
で
、
様
々
な
意
見

を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
。
」
「
前
向
き
に
通
ら
せ
て
い

た
だ
こ
う
と
思
え
た
。
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
Ｈ
・
Ｙ
）

田村支部

 教祖 140 年祭へ向かって

　　毎月２日（１月は３日）

　午前９時～

　　神名流し（教務支庁周辺）

　午前 10 時～　教区祭典


